
日本学術会議フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会 

持続可能な発展のための教育と人材育成の推進分科会 

ESD/SDGs カリキュラム小委員会（第 25 期第 13 回）議事要旨 

日 時：2023 年 6 月 13日(火) 18：00～20:00 オンライン会議 

出席者：氷見山幸夫、新井雅晶、石原靖久、井上貴司、岩見理華、及川幸彦、小田宏信、小林 亮、

佐々木哲弥、島田 智、鈴木克徳、鈴木康弘、安田昌則、輪湖みちよ 

１．前回議事要旨（案）の確認 

前回議事要旨（案）を確認した。 

２．報告（親分科会、各委員、他） 

新任の佐々木哲弥委員（八王子市立中野北小学校）、輪湖みちよ委員（板橋区立板橋第三中学校）、

岩見理華委員（植草学園大学）より自己紹介があった。 

３．８月開催の学術フォーラムについて 

１）全般について

・最新のポスター案とプログラム案を確認した。

・氷見山委員長撮影の背景画像は、福島第一原子力発電所付近の立ち入り制限区域内から許可を

得て撮影したものである。

・ポスター展示の配分について確認した。春日 4、小田１、井上 1、日置 4、谷口 2、輪湖 3、小

林 1、佐々木 2、新井 1、＋環境地図展 1＝20枚

・メインテーマは「SDGsの達成に資する ESD カリキュラムの開発」であり、このテーマに沿った

発表を報告者に求める。

・後援は、現時点で回答が得られていないものは可及的速やかに確定させる。新規の後援依頼は

行わない。

・発表時には自身の発表に関係するポスターにも言及することが確認された。

２）各報告について

・プログラムのうち、次の報告について今回出席の発表予定者より、中間報告があった。

報告１「ようこそ昆虫ワールドへ：創作活動と連接した環境学習」

新井 雅晶（東京都足立区立北鹿浜小学校前副校長） 

報告４「海洋ごみ問題への取り組みを通した中高生の学びと成長」 

井上 貴司（山陽学園中学校・高等学校教頭補佐・地歴部顧問） 

報告５「東アジアで平和教育を進めるために何が必要か？」 

小林 亮（日本学術会議特任連携会員、玉川大学教育学部教授） 

報告７「大学地理教育を通じた SDGs・ESDの推進」 

小田 宏信（日本学術会議特任連携会員、成蹊大学経済学部教授）、財城真寿美（成蹊

大学経済学部教授） 

報告９「持続可能な未来を創る N助型減災教育研修プログラム」 

及川 幸彦（奈良国立大学機構・奈良教育大学准教授） 

４．その他 

次回小委員会の日程は７月 20（木）18:00〜20:00とする。 


